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野
田
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御
覧
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p.1寛
政
五
年
癸
丑
九
月
十
八
日
吹
上
の
御
物
見
に
お
ゐ
て

（
一
七
九
三
年
）

去

ぬ

る
天
明
二
年
壬
寅
十
二
月
十
三
日
勢
州
白
子
を
出
船
し

（
怒
）

（
一
七
八
二
年
）

其
夜
駿
州
の
沖
に
て
俄
に
大
風
に
吹
放
た
れ
同
三
年
卯

七
月
廿
日
魯
西
亜
の
属
島
ア
ミ
シ
ッ
カ
と
い
ふ
地
へ
漂
着
し

ヲ

ロ

シ

ヤ

夫
よ
り
カ
ム
サ
ッ
カ
オ
ホ
ツ
カ
イ
ル
カ
ウ
ッ
カ
な
と
い
ふ
地
を
経
歴
し

歐
羅
巴
州
な
る
魯
西
亜
國
の
都
へ
出
女
帝
に
見
え
て

ヲ

ロ

シ

ヤ

許
し
を
受
去
年
九
月
三
日
蝦
夷
の
ね
モ
ロ
と
言
地
ま
て

彼
國
乃
船
に
て
送
り
帰
さ
れ
た
る
神
昌
丸
の
船
頭
大
黒

屋
幸
太
夫
同
水
主
磯
吉
な
る
者
を

上
覧
有
物
見
の

p.2正
面
に
御
簾
を
掛
御
透
見
あ
る
様
に
御
坐
を
設
て

右
の
方
の
御
入
側
に
ハ
松
平
越
中
守
加
納
遠
江
守
平
岡

美
濃
守
高
井
主
膳
正
列
坐
其
前
に
張
出
し
を
構
へ

御
小
納
戸
頭
取
亀
井
駿
河
守
小
野
河
内
守
夛
記
永

寿
院
桂
川
甫
周
別
坐
是
等
ハ
事
の
由
を
尋
訪

す
惣
支
旨
を
命
せ
ら
る
次
に
御
目
付
中
川
勘
三
郎

矢
部
彦
五
郎
此
両
人
は
今
日
の
執
事
也
御
座
の

御
後
ハ
御
小
性
御
左
に
ハ
御
小
納
戸
群
居
せ
り
御
白
砂
に

床
几
二
脚
を
居
る
是
は
彼
の
二
人
の
爲
に
ま
ふ

け
た
る
也
扨
午
の
初
に
な
ん

た
る
こ
ろ
お
ひ
幸
太
夫

く

p.3磯
吉
を
召
出
さ
る
幸
太
夫
ハ
齢
四
十
二

を
ハ
三
に
組
て

鬠後
に
垂
れ
黒
き
絹
に
て
巻
き
黒
き
氈
笠
を
脇
は
さ
み

襟
は
黄
金
に
て
造
り
た
る
小
さ
き
鏡
の
こ
と
き
物
を
置

桃
色
の
銀
莫
臥
児
に
て
製
し
た
る
筩
袖
の
外
套
に

モ

ゴ

ル

ウ

ハ

キ

赤
き
玉
の
衣
紐
を
旋
し
同
し
織
物
の
袴
を
は
き
紺
地
の

ホ

タ

ン

錦
の
緊
身
を
着
し
足
ハ
白
き
莫
大
小
の
上
に
黒
き
百
糸

シ

タ

ギ

メ

リ

ヤ

ス

ハ

ル

西
亜
革
の
深
沓
を
履
き
魁
藤
の
杖
を
突
け
り
磯
吉
ハ
齢

シ

ヤ

ヤ

ル

ト

二
十
八
同
し
さ
ま
に

を
組
幸
太
夫
か
懸
た
る
如
き
物
を
銀
に
て

鬠

作
り
た
る
を
懸
笠
を
取
て
脇
は
さ
み
紺
咳
羅

の
外
套
に

喔

テ

シ

ヤ

ウ

ハ

キ

銀
の
衣
紐
を
付
緊
身
ハ
猩
々
絨
に
黒
き
縁
を
置
た
る
を
着
し

ボ

タ

ン

シ

タ

キ

p.4黄
黒
間
道
の
天
鵞
絨
の
袴
を
着
け
白
の
め
り
や
す
の
上
に

深
沓
を
さ
す
足
ハ
幸
太
夫
か
沓
と
ハ
少
し
く
違
ひ
て
半
よ
り

上
ハ
柿
色
の
革
に
て
継
た
れ
と
製
作
ハ
同
し
様
也
諸
共
に

笠
を
地
に
置
許
を
な
し
て
床
几
に
坐
し
た
る
状
更
に
此

国
の
人
と
は
見
へ
す
紅
毛
人
の
形
に
髣
髴
た
り
夫
よ
り

彼
二
人
に
問
を
下
す
毎
に
答
ふ
る
所
的
実
に
し
て
い
さ
さ
か
も

虚
説
な
し
誠
に
千
古
の
一
大
奇
事
な
り

問

カ
ツ
漢

カ
チ
呉

鬠
＝
髺

髪
を
結
ぶ
・
髪
を
結
う
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其
方
共
最
初
着
舩
し
た
る
所
ハ
何
と
申
地
に
候
哉

答

p.5ア
ミ
シ
ッ
カ
と
申
嶋
へ
漂
着
仕
候
此
所
に
四
年
罷
有
候
内
食
事
ハ

魚
の
潮
蒸
黒
百
合
の
根
を
水
に
て
煮
研
て
白
酒
の
こ
と
く
に

ク

ロ

ユ

リ

致
候
も
の
を
た
へ
居
り
候
女
ハ
腮
に
二

本
鼻
の
穴
に
二
本
角

有
て
面
躰
并
手
の
甲
に
青
き
筋
を
入
墨
に
仕
り
其
角
ハ

自
然
に
生
候
も
の
に
は
無
之
鯨
の
牙
に
て
草
の
軸
の
太
サ
に

削
り
長
さ
二
三
寸
懸
は
つ
し
相
成
候
様
に
拵
候
も
の
に
御
座
候

常
に
は
は
つ
し
居
申
候
男
子
ハ
被
髪
に
て
男
女
共
鳥
の
毛
を

着
穴
居
に
て
御
座
候
夫
よ
り
カ
ム
サ
ッ
カ
と
申
地
へ
罷
越
候
在
留
中

乗
組
の
内
六
人
死
亡
仕
候
其
病
躰
日
本
て
ハ
見
及
ひ
不

和
蘭
ニ
て

申
チ
ン
カ
と
申
病
に
御
座
候
シ
ケ
ウ
ル
ホ
イ
ソ
と
い
ふ
即
青
腿
牙

p.6疽

官
名
シ
ロ
是
ハ

此
地
に
て
魯
西
亜
の
加
比
丹

ヲ
モ
ヘ
オ
シ
ホ
イ
チ
と
申

也

紅
毛
官
な
り

者
に
出
逢
ひ
オ
ホ
ツ
カ
と
申
地
へ
連
渡
ら
れ
夫
よ
り
イ
ル
カ
ウ
ツ

カ
と
申
地
に
四
年
滞
留
仕
候
此
處
ハ
寒
氣
誠
に
甚
し
く

冬
の
間
外
出
仕
候
に
ハ
裘
を
着

し
狐
皮
に
て
面
を
包
ミ

目
は
か
り
出
候
て

着
を
引
合
せ
の
透
間
よ
り

耳
鼻
な
と
も
あ
ら
ハ
し
候
へ
は

沍

に
て
石
の
こ
と
く
堅
く
相

コ
ゴ
ヱ

腮
＝
顋サ

イあ
ご
・
あ
ぎ
・
え
ら

か
わ
ご
ろ
も
・
け
ご
ろ
も

裘

＝

キ
ユ
ウ

さ
む
い
・
こ
お
る
・
さ
え
る

沍
＝

コ

成
家
に
入
暖
気
を
得
候
へ
ハ
忽
物
解
落
申
候
頬
先
な
ら
ハ

ゑ
く
り
た
る
こ
と
く
に
抜
落
申
候
右
之
養
ハ
乳
酪
に
丁
子

ホ
ウ
ト
ル

肉
桂
の
末
を
加
へ
候
を
塗
候
へ
ハ
癒
申
候
厳
敷
寒
氣
を
受
候

得
ハ
足
も
脱
落
申
候
既
ニ
同
舩
の
者
庄
蔵
と
申
者
右
の
症
に
て

p.7相
悩
候
處
彼
国
の
医
師
大
な
る
釣

懸

鋸
に
て
足
を
挽
切
焼

ツ
リ
カ
ケ
ノ
コ
キ
リ

酒
に
浸
し
候
木
綿
に
て
切
口
を
包
み
包
ミ
療
治
仕
候
煎
茶
は
ビ
ヒ
ド
ロ

に
入
覚
申
候
勿
論
療
治
前
に
も
飲
せ
申
候
食
物
の
手
充
ハ
一
日
ニ

銅
銭
拾
文
充
相
渡
候
右
の
銭
に
て
牛
肉
小
麦
な
と
を
調
へ

給
申
候
拾
文
に
て
一
日
の
雑
費
十
分
に
御
座
候
去
な
か
ら
右
の

銭
後
に
ハ
態
と
相
渡
し
申
さ
す
不
自
由
ニ
候
ハ
ゝ
元
手
貸
呉

ル
う
へ
地
代
年
貢
等
も
取
申
間
敷
候
ま
た
奉
公
仕
候
と
も

致
し
彼
地
の
人
に
罷
成
候
様
ひ
た
す
ら
相
す
す
め
候
へ
と
も

何
分
日
本
へ
帰
国
仕
度
願
に
御
坐
候
故
一
向
承
引
不
仕
兎

角
仕
露
命
を
繋
ぎ
あ
れ
是
へ
帰
国
願
の
事
相
願

p.8候
得
共
一
圓
埒
明
不
申
候
は
中
に
て
支
へ
女
帝
の
御
聞
に
達
し

不
申
由
承
出
し
候
付
私
一
人
都
へ
登
り
帝
へ
直
訴
仕
候
右

の
旅
中
ハ
キ
リ
口
と
申
候
旗
本
の
厄
介
に
罷
成
候
其
砌
女

帝
ハ
ベ
チ
ヱ
ル
ポ
ル
ト
申
所
に
御
坐
な
さ
れ
候
私
處
早
速
召
出
さ
れ

候
處
宮
中
に
ハ
数
多
の
官
人
厳
重
に
相
詰
玉
座
乃

左
右
に
は
宮
女
雲
の
こ
と
く
圍
繞
仕
候
故
心
恥
し
き
様

に
て
猶
豫
仕
候
得
は
御
老
中
と
も
可
申
官
人
手
を
取
て

女
帝
の
御
前
へ
伴
ひ
両
手
を
重
ね
出
し
候
や
う
に
教
ら
れ
候

故
右
の
こ
と
く
仕
候
得
ハ
女
帝
御
手
を
差
延
指
先
私
掌
の
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上
へ
そ
と
御
乘
せ
被
成
候
を
三
度
い
た
ゝ
き
候
て
嘗
候
様
に
可
致

p.9と
教
ら
れ
候
間
右
之
如
く
仕
候
ハ
初
て
帝
に
見
へ
候
時
の
禮

儀
乃
由
に
御
座
候
帰
国
の
願
も
早
速
相
済
申
候
扨
王
城
の
構

へ
ハ
一
向
城
と
ハ
相
見
不
申
候
煉
土
に
て
土
蔵
造
に
仕
或
ハ
石

に
て
畳
之
上
五
重
六
重
に
仕
候
家
の
二
重
目
三
重
め
に

築
山
泉
水
な
と
を
構
へ
候
尤
畑
な
と
を
作
申
候
下
地
を
銅
に

て
張
其
上
へ
土
を
入
候
も
の
ゝ
よ
し
ニ
御
坐
候
家
作
の
義
は

玉
城
も
平
人
の
住
居
も
さ
い
に
違
候
義
無
御
坐
候

問

火
災
の
儀
ハ
い
か
ゝ
候
哉

答

p.10右
申
上
候
通
家
居
大
方
煉
土
石
等
に
て
御
座
候
間
火
災
は

甚
ま
れ
ニ
て
御
坐
候
彼
地
に
居
候
内
火
事
両
度
御
座
候
二
階

の
火
事
を
三
階
に
て
ハ
存
不
申
尤
隣
家
抔
に
て
ハ
猶
火
存

義
ハ
無
之

不
申
様
に
て
御
座
候
畢
竟
建
家
焼
失
仕
候

家
内
ニ
御
座
候
道
具
或
ハ
内
造
作
等
焼
失
仕
候
迠
の
處
ニ

御
座
候
乍
去
木
に
て
家
作
仕
候
家
處
ハ
随
分
火
災
も
御
座

候
よ
し
に
承
申
候

問

城
楼
の
上
に
大
な
る
自
鳴
鐘
有
之
由
見
及
候
哉

ト

ケ

イ

答

p.11

殊
の
外
大
造
な
る
も
の
に
御
坐
候
大
さ
此
邦
の
て
仕
候
水
車
の

輪
ほ
と
充
に
相
見
へ
申
候

問

城
門
の
上
に
魯
西
亜
中
興
の
帝
伯
多
録
の
像
有
之
由

見
及
ひ
候
哉

答

伯
多
録
の
像
ハ

灵

屋
に
安
置
仕
御
座
候
御
寶
庫
に
大

（
靈
）

な
る
磁
石
有
之
候
大
サ
三
尺
計
に
て
四
角
に
仕
筋
金
を
入

候
て
釣
下
御
座
候
其
四
隅
に
百
貫
目
充
の
碇
一
挺
ツ
ゝ
吸
付

居
申
候
磁
石
の
脇
に
仕
掛
ヶ
候
螺
旋
を
捩
候
得
は
吸
取
の

子

ジ

p.12喰
違
候
故
に
や
四
方
の
碇
地
に
落
申
候
又
々
螺
旋
を
戻
ら
へ
は

件
の
碇
飛
上
り
元
之
の
こ
と
く
吸
付
申
候

問

ム
ス
ク
ワ
に
大
石
火
矢
有
之
よ
し
見
及
ひ
候
哉

答

銃
の
口
へ
入
仰
向
に
臥
候
て
手
を
延
し
候
に
指
先
少
し

つ
か
へ
申
候
長
サ
ハ
三
間
計
に
相
見
へ
申
候
同
所
に
大
鐘
御
座
候

焼
落
候
由
に
て
鐘
ハ
大
地
へ
喰
入
居
申
候

周

を
掘
石
垣
を

メ
ク
リ

い
た
し
其
内
へ
下
り
候
て
見
申
様
ニ
致
御
坐
候
其
大
な
る
事

言
語
に
絶
し
候
事
御
座
候
重
サ
日
本
の
四
貫
五
百
目
を

p.13一
貫
目
に
仕
二
千
五
百
貫
有
之
候
小
山
の
如
に
相
見
申
候

問

駝
ハ
見
及
ひ
候
哉



- 4 -

答

ヤ
カ
ウ
ツ
カ
よ
り
ナ
ル
コ
ウ
ツ
カ
へ
参
候
道
に
て
見
申
候
一
躰
鼠
色

に
て
殊
外
大
な
る
脊
に
瘤
有
り
候
頸
ハ
殊
の
外
細
長
く
頭

き

く

ハ
小
サ
き
物
に
御
座
候
ベ
ル
ベ
ル
ウ
ダ
と
申
候

問

タ
ハ
コ
は
此
方
同
様
に
候
哉
何
と
申
候
哉
き
せ
る
ハ
や
き
も
の

に
て
候
哉
か
ね
に
て
候
哉

p.14

答

此
方
の
よ
り
ハ
下
品
に
て
御
坐
候
や
は
り
タ
バ
コ
と
申
候

き
せ
る
ハ
や
き
も
の
も
御
座
候
か
ね
も
石
も
御
座
候
水
晶
に
て

天
火
を
取
も
の
に
て
た
へ
申
候
私
と
も
は
も
っ
た
い
な
く
候
故

天
火
に
て
ハ
た
へ
不
申
候
何
故
と
尋
候
故
も
っ
た
い
な
き
段

申
候
得
は
笑
申
候

問

武
藝
は
稽
古
い
た
し
候
哉

答

右
の
躰
一
向
及
見
不
申
候
是
足
軽
躰
の
人
の
鉄
炮
稽
古
仕
を

p.15見
物
仕
候
専
に
足
の
踏
や
う
を
習
申
候
弓
ハ
侍
の
持
候
躰
見
及
ひ

も
ち

不
申
候
猟
師
の
持
候
を
見
懸
申
候
至
極
麁
末
成
も
の
に
て
や
は
り

蝦
夷
人
乃
弓
同
様
に
御
坐
候
刃
物
ハ
甚
鈍
に
て
一
向
切
不
申
候
金
色

ハ
荒
砥
に
て
白
研
に
仕
候
こ
と
く
に
御
座
候

問

老
中
と
も
相
見
へ
候
人
徃
来
の
体
は
如
何
に
候
哉

答

是
ハ
至
て
手
軽
な
る
事
ニ
御
坐
候
輿
ハ
甚
高
く
立
派
に
作
り

リ

ツ

ハ

車
の
輪
四
ッ
に
仕
馬
六
疋
に
率
セ
申
候
輿
の
内
に
ハ
四
人
程
ハ

乘
申
候
私
處
も
折
々
御
老
中
と
同
車
に
て
野
遊
に
出
候
事

p.16御
座
候
女
帝
の
行
幸
迚
も
手
重
き
儀
ハ
無
之
車
の
先
に
前

驅
二
人
立
候
ま
て
に
て
御
坐
候
乍
然
諸
備
ハ
餘
程
相
見
へ
申
候

尤
人
留
等
の
義
ハ
無
御
坐
候

問

首
に
掛
候
は
何
に
て
候
哉
腰
に
下
け
候
物
も
何
に
候
哉

答

腰
提
候
ハ
女
帝
よ
り
賜
り
候
時
計
に
て
御
座
候
襟
に
懸
候
ハ

ト

ケ

イ

メ
リ
タ
リ
ア
と
申
物
に
て
御
座
候
片
面
ハ
開
祖
伯
多
録
帝

ン

乘
馬
の
像
片
面
ハ
當
今
女
帝
ヱ
カ
テ
リ
ナ
の
肖
像
に
承
候

是
も
女
帝
よ
り
賜
り
候
此
メ
ン
タ
ア
リ
掛
候
者
ハ
魯
西
亜
国
中

p.17何
方
へ
参
り
候
て
も
麁
畧
の
取
扱
ひ
不
仕
候
惣
て
私
共
義
ハ
制

外
に
仕
御
坐
候
得
は
何
方
へ
参
候
て
も
咎
候
人
も
無
御
座
候
食

事
の
節
な
と
御
老
中
の
宅
江
参
り
一
所
に
給
候
事
抔
も
御
座
候

此
問
答
終
り
て
上
に
も
暫
く
入
御
漂
民
へ
も
晝
食
を
給
ふ
扨

支
度
相
す
み
て
御
白
砂
可
張
出
申
此
度
は
外
套
を
換

幸
太
夫
ハ
油
緑
色
の
夛
羅
呢
磯
吉
ハ
老
虎
色
の
夛
羅
呢
な
り

ラ

シ

ヤ

カ

バ

イ

ロ

問

其
方
無
事
魯
西
亜
に
て
救
命
の
恩
其
外
の
厚
情
仇
に
ハ

存
ま
し
き
事
と
に
有
之
候
如
何
ニ
存
候
哉
大
切
に
存
居
可
申
事
ニ
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こ
れ
あ
り
候

p.18

答

恩
儀
に
於
い
て
ハ
い
さ
ゝ
か
も
仇
に
ハ
存
不
申
候
去
な
か
ら
大
切
に

存
候
と
申
程
の
義
は
無
御
坐
候

問

左
程
に
恩
義
も
有
之
候
處
何
故
強
て
願
を
立
日
本
へ
相

戻
候
哉

答

恐
な
か
ら
本
国
に
老
母
妻
子
兄
弟
共
も
御
座
候
得
は
恩
愛
の

情
相
忘
か
た
く
其
上
食
事
等
も
不
自
由
に
て
難
儀
仕
候

し
か
の
ミ
な
ら
す
第
一
言
語
明
白
に
相
通
し
兼
朝
暮
心
に

p.19任
せ
さ
る
事
勝
に
御
座
候
に
付
身
命
を
擲
一
向
帰
国
仕
度
相

願
候
事
に
御
座
候

問

言
葉
ハ
覚
へ
候
に
て
は
無
之
候
哉

答

見
迚
も
聞
取
に
て
御
座
候
得
ハ
誠
に
以
て
万
分
の
一
に
て
ま
さ
か

の
所
に
至
り
候
ハ
一
向
通
弁
仕
候
事
相
成
か
ね
何
角
ニ
付
て

不
便
利
な
る
事
の
ミ
に
御
座
候
唯
饑
申
か
こ
ん
申
候
事
無
迠
ニ

用
を
弁
候
事
に
御
座
候

問

p.20帰
国
之
儀
申
渡
節
何
そ
申
付
ら
れ
候
事
ハ
無
之
候

答

老
中
と
も
申
役
人
帰
国
の
砌
申
さ
れ
候
ハ
世
界
の
国
々
大
抵
我

国
と
交
易
通
商
せ
さ
る
ハ
無
之
候
に
日
本
の
ミ
通
信
無
之
候

此
度
汝
等
を
送
帰
候
因
み
に
交
易
の
義
を
取
結
度
事
に

有
之
候
去
な
か
ら
強
て
と
申
筋
に
て
ハ
無
之
旨
呉
々
申
含
め
ら

れ
候
此
義
帝
よ
り
仰
渡
さ
れ
候
事
に
て
ハ
無
御
座
全
く
右

役
人
の
存
寄
に
て
申
仰
ら
れ
候
事
と
推
察
仕
候

問

彼
地
に
て
耶
蘇
宗
門
に
入
改
宗
致
候
者
ハ
四
十
二
日
水
を
浴
う

p.21し
ろ
を
向
て

噠

咄
し
其
上
に
て
名
ヲ
改
申
よ
し
勿
論
名
を
改
候

（
か
）

折
も
水
を
浴
せ
候
よ
し
見
及
ひ
候
義
有
之
哉
候

答

御
尋
の
如
く
ニ
御
座
候
名
を
附
候
時
ハ
何
れ
水
を
浴
せ
候
事
と

相
見
へ
小
児
七
夜
に
名
を
附
候
節
も
大
鉢
に
水
を
湛
へ
小
児
を

水
へ
三
度
浸
候
上
に
て
名
を
附
申
候
小
児
殊
の
外
啼
申
候

問

宗
門
に
入
不
申
候
ハ
ゝ
左
様
の
義
及
見
申
間
敷
事
ニ
有
之
候

答

前
に
も
申
上
候
通
私
共
ハ
制
外
故
何
方
へ
参
り
如
何
様
の
處
を

p.22見
候
て
も
た
ま
し
咎
候
者
無
御
座
候
故
右
躰
の
義
共
心
侭
に

見
物
仕
候
處
ニ
御
座
候

問
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是
は
切
支
丹
の

十
文
字
に
い
た
し
候
物
を
貴
候
處
及
見
候
哉
法
器
な
り

答

是
ハ
家
々
の
入
口
に
掛
人
々
首
に
懸
申
候
名
を
ハ
キ
リ
ス
ト
と
申
候

但
十
文
字
に
て
ハ
無
御
座
候
末
廣
か
り
に
横
木
を
三
本
入
ル
も
の

に
御
座
候
都
て
人
の
宅
へ
参
候
節
ハ
参
り
懸
り
に
先
佛
壇
を

拝
し
其
上
に
て
主
人
に
挨
拶
仕
候
事
ニ
御
座
候
罷
帰
候
節
も

主
人
江
は
暇
乞
不
仕
候
而
も
佛
壇
へ
拝
さ
へ
仕
候
得
バ
宜
敷
事
ニ

p.23御
座
候
仏
の
事
を
ボ
ー
フ
と
申
候
ボ
ー
フ
と
は
上
と
申
事
に
て

即
チ
天
乃
事
を
申
候
様
に
承
り
及
ひ
申
候

問

硝
子
を
吹
候
を
見
候
哉

答

私
ベ
チ
ュ
ル
ホ
ル
へ
出
候
節
旅
中
萬
端
世
話
に
仕
呉
候
キ
リ
ロ
と
申

者
ハ
硝
子
師
に
て
御
座
候
間
彼
宅
に
罷
在
候
内
見
物
仕
候

石
を
粉
に
仕
山
塩
と
小
麦
粉
の
如
き
物
其
外
に
二
品
ほ
と

交
物
仕
候
是
ハ
承
候
得
共
教
へ
不
申
候
板
硝
子
を
吹
候
に
ハ

先
徳
利
の
こ
と
き
も
の
に
ふ
き
先
よ
り
筒
に
吹
立
て
山
塩
に
て

p.24竪
に
筋
を
引
窒
よ
り
入
候
得
は
矢
の
筋
よ
り
二
ッ
に
破
れ
竹
を

破
候
様
ニ
成
申
候
右
を
三
方
土
に
て
塗
ふ
さ
き
に
竈
の
内
へ

並
べ
候
て
焼
候
得
は
両
方
へ
の
び
候
て
平
ら
か
に
相
成
申
候

問

□
の
製
法
見
及
ひ
候
哉

○

□
（
サ
ン
ズ
イ
に
諸
）

○

別
本
に
は
チ
ャ
ン
と
あ
り

答

随
分
見
物
仕
候
地
を
掘
候
て
甕
を
い
け
厚
板
に
て
蓋
を
仕
夛
く

穴
を
明
け
其
上
へ
土
を
か
け
松
杉
の
類
惣
て
脂
多
き
木
を
積
候
て

火
を
懸
申
候
火
廻
り
候
時
分
上
よ
り
生
草
を
覆
ひ
蒸
焼
に

仕
候
得
ハ
下
の
甕
へ
自
然
に
溜
り
申
候
潴
一
斗
出
候
得
は
上
に
水

？

p.25二
升
程
湛
へ
候
も
の
に
て
御
座
候

問

哆
囉
呢
の
織
方
見
申
候
哉

ラ

シ

ヤ

答

是
亦
見
物
仕
候
綿
羊
の
毛
を
紡
き
候
て
突
櫛
に
て
織
申
候

織
上
候
節
水
を
噴
き
毛
の
硬
き
刷
毛
に
て
こ
す
り
畳

附
申
候

問

魯
西
亜
ハ
冬
至
の
頃
は
殊
の
外
日
短
に
て
有
之
候
如
何

お
ほ
へ
候
哉

p.26

答

左
乃
ミ
短
か
き
様
ニ
も
覚
不
申
候
只
五
月
よ
り
八
九
月
頃
ま
て
ハ

（
さ
の
）

夜
中
も
殊
の
外
あ
か
る
く
曇
候
晝
よ
り
も
は
っ
き
り
と
仕
候
様
に
て
細

認
候
も
の
に
て
も
燈
な
し
に
讀
申
ほ
と
に
御
座
候

問

何
そ
格
別
に
恐
敷
と
存
候
事
に
逢
候
處
無
之
候
哉

答

左

迠
恐
敷
義
に
も
逢
不
申
候
お
そ
る
へ
き
は
彼
地
方
の
寒
氣

（
さ
）
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に
て
御
座
候
最
初
に
も
申
上
奉
り
候
こ
と
く
耳
鼻
も
解
落

手
足
も
切
落
候
時
候
に
御
座
候
得
は
是
ほ
と
お
そ
ろ
し
き

p.27儀
は
無
御
座
候

問

雁
は
年
中
居
候
哉

答

大
抵
年
中
居
候
其
内
春
の
中
頃
よ
り
秋
の
初
ま
て
別
て
夥

敷
卵
を
も
う
み
か
へ
し
申
候
家
々
に
も
羽
を
切

鶩

の
こ
と
く
に

ア
ヒ
ル

養
置
卵
を
取
食
料
に
仕
候
雄
四
五
羽
に
雌
三
四
十
つ
ゝ
附

置
申
候
卵
の
味
は
甚
よ
き
も
の
に
て
御
坐
候

問

ム
ス
ク
ワ
に
大
な
る
石
橋
有
之
候
由
見
物
い
た
し
候
哉

p.29

答

其
橋
ハ
損
に
て
當
時
ハ
板
に
て
仮
橋
を
掛
徃
来
仕
候

問

彼
方
に
て
日
本
の
事
存
居
候
哉

答

何
事
に
よ
ら
す
能
存
罷
居
候
日
本
の
事
実
を
詳
か
に
記

し
候
書
物
等
日
本
圖
な
と
も
及
見
申
候
日
本
人
に
て
桂
川

甫
周
様
中
川
淳
庵
様
と
申
候
方
の
御
名
を
は
何
れ
も
存

居
申
候
日
本
の
事
を
書
候
書
物
の
中
に
も
書
戴
有
之
様

中
川
淳
庵
ハ
若
州
の
侍
医
な
り
往
年
病
死
す

及
承
申
候
彼
国
に
て
は
官
医
の
や
う
に
心
得
居
候
趣
な
り

p.30

問

水
車
風
車
ハ
見
及
ひ
候
哉

答

水
車
ハ
所
々
ニ
有
て
候
鍛
冶
屋
銭
座
に
皆
水
車
相
用
候

風
車
ハ
羽
根
四
枚
に
て
殊
の
外
大
造
な
る
物
に
御
座
候
是
ハ
流

川
無
之
所
に
ハ
相
用
申
候
尤
風
無
之
節
ハ
相
廻
り
不
申
候

て

問

都
の
入
口
に
彼
国
の
掟
石
に
彫
附
有
之
由
見
及
ひ
候
哉

答

一
見
仕
候
得
共
文
躰
相
分
り
不
申
候
故
如
何
様
成
義
と
も

p.31弁
別
仕
承
候

私
共
帰
国
願
度
々
差
出
候
得
共
兎
角
遅

○

滞
仕
候
故
日
本
へ
通
舩
仕
候
段
兼
々
承
及
候
故
紅
毛
人
に

た
よ
り
日
本
へ
送
帰
呉
候
様
相
頼
候
處
魯
西
亜
の
帝
へ
差

出
候
帰
国
願
ひ
願
下
し
に
仕
り
魯
西
亜
の
手
を
放
れ
候
ハ
ゝ

送
届
申
へ
し
と
申
候
間
海
上
何
程
懸
り
可
申
哉
と
相
尋
候

へ
は
三
年
を
懸
候
由
答
申
候
魯
西
亜
よ
り
左
程
年
月
は

掛
り
不
申
候
様
承
候
得
共
萬
一
願
ひ
引
し
ろ
ひ
申
候
ハ
ゝ

紅
毛
人
に
相
頼
可
申
と
存
罷
在
候
内
帰
國
の
處
申
渡
さ
れ

候
事
ニ
御
座
候

イ
ル
コ
ウ
ツ
キ
に
て
朝
鮮
人
を
見
申
候
唐
人

○

を
も
見
申
候
北
京
人
の
よ
し
に
御
座
候

冬
中
ハ

橇

に
乘
氷
の

○

カ
ン
シ
キ

p.32上
を
犬
に
率
セ
申
候
一
人
に
犬
四
疋
充
懸
申
候
殊
の
外
早
き
も
の
ニ

御
坐
候
貴
人
ハ
馬
に
て
引
セ
申
候

ベ
チ
ヱ
ル
ボ
ル
に
鼠
程
の
野

○

イ
ノ
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猪
兔
雀
程
の
矮
鶏
御
座
候
野
猪
ハ
帰
国
の
節
持
帰
可
申
と

チ

ヤ

ボ

存
三
疋
迠
飼
置
候
處
彼
國
の
者
と
も
所
詮
保
チ
申
間
敷

候
段
申
聞
候
へ
共
若
や
と
存
飼
置
候
處
残
ら
す
落
申
候

當
今
ハ
女
帝
に
て
御
名
ハ
ヱ
カ
テ
リ
ナ
ア
レ
キ
セ
ウ
ナ
と
申
御
年
ハ

○六
十
四
太
子
の
御
名
ハ
バ
ウ
ル
ヘ
ト
ロ
イ
チ
と
申
御
年
三
十
九
皇

孫
ハ
一
人
を
ア
レ
ギ
サ
ン
デ
ル
○
パ
ウ
ロ
イ
チ
と
申
御
年
十
六
一
人
を

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
○
パ
ウ
ロ
イ
チ
と
申
御
年
十
四
に
御
成
な
さ
れ
候

右
件
の
問
答
終
り
て
彼
二
人
の
漂
民
ハ
御
暇
賜

p.33

り
雉
子
橋
の
外
な
る
御
廏
の
宿
り
に
帰
り
ぬ
実
に
昇

平
大
和
の
御
代
に
生
れ
出

御
身
遠
く
仕
ふ
ま
つ
る
故

こ
そ
か
ゝ
る
事
を
も
見
聞
さ
れ
去
に
て
も
た
ゝ
又
き
ゝ

す
て
へ
き
事
な
ら
ぬ
ハ
と
て
柄
短
き
筆
を
執
っ
て

ひ
そ
か
に
記
し
終
る
事
に
な
も

侍
医
法
眼

桂
川
甫
周
国
瑞

法
眼

桂
川
甫
周
国
瑞

宝
暦
四(

一
七
五
四)

年
～
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
歿

前
田
良
沢･

杉
田
玄
白
等
と
「
解
体
新
書
」
の
翻
訳
に
加
わ
る
。

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
法
眼
と
な
る
。
初
め
て
顕
微
鏡
を
医
学

に
応
用
。
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
十
一
代
將
軍
徳
川
家
斉
の
命

で
、
大
黒
屋
光
太
夫
等
の
陳
述
を
「
北
槎
聞
略
」
に
ま
と
め
る
。

ほ
く
さ
ぶ
ん
り
や
く

『

』

）

（
三
省
堂
版

コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
辞
典

よ
り

二
〇
一
〇
年
六
月
二
一
日
了

由
良
町
阿
戸
一
〇
〇
二
の
三
〇

小

出

潔
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「
漂
民
御
覧
之
記
」
活
字
化
に
あ
た
り

家
の
蔵
書
を
何
年
か
前
に
読
み
に
か
か
っ
た
が
、
一
週
間
程
で
一
ペ

ー
ジ
し
か
読
め
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
た
。

そ
の
事
を
小
出
先
生
に
御
坊
文
化
財
研
究
会
例
会
で
お
話
し
、
コ
ピ

ー
を
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
、
十
日
も
経
た
ぬ
間
に
解
読
し
お
届
け
頂
い

た
。活

字
化
を
起
こ
す
に
、
前
半
は
小
出
先
生
の
解
読
版
に
頼
り
切
っ
て

い
た
が
、
後
半
に
な
り
筆
者
の
字
に
馴
れ
、
自
分
で
も
少
し
は
読
め
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
御
坊
文
化
財
研
究
会
の
重
鎮
で
、
古
文
書
部
会
の
青
山
先
生

よ
り

日
高
川
町
三
佐

原
家
文
書

大
黒
屋
幸
太
夫
・
磯
吉
の

『
ヲ
ロ
イ
シ
ア
物
語
』
コ
ピ
ー
を
戴
い
た
。

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
七
月
五
日(

月)

清
水

章
博


